
: は じ め に

宮城県における褐毛和種は繁殖及び肥育牛含めて1500頭

が限られた地域で飼養されている。近年,性質測順,粗飼

料利用性,増体量の優れた特性を生かしての低コスト牛肉

生産の一つの形態として,褐毛和種の生産が注目されてい

る状況にある。本研究は,宮城県内で肥育された褐毛和種

去勢牛の発育成績と枝肉成績を用いて,褐毛和種の産肉能

力の現状について検討した。更に,肥育技術の経営上の情

報として,どのような種雄牛が高い収益性を示すか推定

した。

2 材料 及 び方法
調査した材料は,宮城県大和及び大郷農業協同組合管内

の肥育農家40戸において月じ育され,昭和58年 4月 から63年

3月 まで仙台食肉市場に出荷された褐毛和種1243頭である。

分析に供したデータは,分析に必要な肥育成績を満たす去

勢牛734頭の記録を用いた。分析に供した肥育成績は,導

入時体重 ,出荷時体重,肥育期間,肥育DG,枝肉重量 ,
枝肉歩留,枝肉単価,素牛代と肥育差益である。分析は年

次と種雄牛を要因とした最小二乗法による分散分析を行

った。その際,遺伝的パラメータの推定にはW R Har‐

veyのLSMLMWを 使用した。

3 結果 及 び考 察

最初に,宮城県における褐毛和種の肥育成績の現状につ

いて検討した。表 1には年度ごとの調査頭数を示した。年

度当たり250～ 300頭の記録が得られ ,こ の頭数は県内で

肥育された頭数の約半数に当たる。また素牛産地別頭数で

は,秋田産素牛の増加傾向がみられた。表 2には年度別に
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肥育成績の平均値の推移を表した。年次別にその推移を見

ると,昭和58年度から61年度では出荷時体重は674″ から

663″ と減少し,肥育期間は495日 から422日 と短く推移
してきた。また肥育DGは増加傾向にあり,62年度では
822′ /日であった。このことは,肥育末期における増体
速度の低下を考えれば,褐毛和種の増体能力の利点と結び

付いた効率的な肥育技術にあることを示唆している。図 1

には販売金額に占める構成を素牛代,えさ代と残りを肥育

差益としその比率を示した。いずれの年度においても素牛

代は40%以上を占めていた。 1日 当たりの肥育差益はえさ

単価の低下と肥育DGの増加が伴って,62年度では558円

となった。

次に,種雄牛と年次を要因とした最小二乗法による分散

分析の結果は,種雄牛効果については枝肉歩留を除く形質

で,ま た年次については出荷時体重と枝肉歩留を除く形質
において有意差が認められた。したがって,褐毛和種の発

育及び産肉成績に関して種雄牛の遺伝的影響の存在と,年
次変動があることが示唆された。表 0には発育・産肉形質

表 2 年次月1の発育 産肉能力の推移
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下つき 5頭を示す。

注 1):後 代牛 5頭以上持つ種雄牛20頭から得られた去勢
482頭の記録
2):対 角成分 ;遺伝率
3):上 三角成分 ;表型相関
4):下三角成分 ;遺伝相関

の遺伝率推定値と形質問の遺伝相関と表型相関を示した。

肥育DGで 0386,枝 肉単価で0353,素 牛代で0854と
比較的高い遺伝率が得られた。これらの遺伝率は褐毛和種

の分析に関して,古賀らの報告1)や熊崎 芝田の報告2)と

比較して低い値であった。このことは,今回分析に用いた

データは農家の肥育管理の違いや月齢の違いを補正しなかっ

たためであると考えられる。ただし,肥育現場のデータを

用いて種雄牛間の差を明ら力ヽ こできたことは,現場間接検

定により種雄牛の能力検定を行える可能性を示唆している

と思われる。素牛代の遺伝率が高いのは,価格形成に関し

て種雄牛が過大評価されていると思われる。更に形質問の

遺伝相関と表型相関を検討その結果は,肥育DGと 出荷時

体重及び販売金額との間には ,そ れぞれ0767と 0514の

高い正の遺伝相関,0697と 0306の 正の表型相関が認め

れた。また,枝肉単価と肥育DGと の間には遺伝相関で―

0048,表 型相関で -0045と 低い値であった。枝肉単価

と素牛代との間には表型相関は -0167と 低いが ,遺伝相

関で -0570の 負の値が得られた。

最後に,表 4に肥育成績における種雄牛別の最小二乗平

均値を表 した。肥育DGで はSIRE32が 873夕 /日 で最
も発育が早く,順に25,23,53,41において増体が優れて

いることが示された。 枝肉単価では SIRE lが 1774
円で最も高く,順に41, 2,25,11において間接的には肉

質が優れている傾向が見られた。また, 1日 当たりの差益

ではSIRE lが 600円 /日 で最も収益性が高 く,順 に25,

41,53,32で あった。差益を最大限にするには枝肉単価と

枝肉重量を大きく,素牛代とえさ代を安くすることが重要

であるが,肥育差益を形成する要因ごとに, 1日 当たりの

肥育差益500円以上の種雄牛の能力を類別すると,枝肉単
価重視型がSIRE lと 2と 41,肥育DG重 視型がSIR
E32, 低素牛価格重視型が SIRE 20と 平均値を比較
した限りでは区分できると思われる。

以上の結果から,宮城県の褐毛詢1種の肥育成績の現状は ,

表 3 発育 産肉形質の遺伝率及び表型 遺伝相関 表 4 種雄牛別の肥育成績における最小二乗平均値

素牛代の上昇は見られるが,種雄牛の発育能力の向上とえ

さ代の低減などの飼養管理技術の改善により低コスト牛肉

生産の望ましい方向に推移している。発育及び産肉能力の

種雄牛間差が明らかになったことから,更に収益性を増大

するためには,農家自身か肥育や枝肉の記録を取り,集計

し各自の飼養管理に合う種雄牛の産子を購入すべきである

と考えられる。また,組織的にデータを集積・分析し,種

雄牛の発育 産肉能力を現場のデータを指標とした現場検
定を行い改良の指標とすることや,種雄牛の能力に応した

肥育管理法を検討することが重要であると思われる
3)。
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